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概要： 京都大学では平成 23 年 12 月より Microsoft 社によるクラウドメールサービス






















用する事例が多数報告されている [1, 2, 3].
本学では平成 23 年 12 月より Microsoft 社によ
るクラウドメールサービス (Live@edu)を採用した,
新学生メールサービスを開始した. 本稿ではまず 2
























ついて審議が行われ, 平成 23 年 1 月に学生メール
の今後のビジョンを含む, 「全学メールマスタープ
ラン」が策定された. 本プランに基づき, 平成 23年
3 月に, 学生メールサービスを外部委託することが
承認された.
1平成 23 年 4 月 1 日より「情報環境部」から名称変更.
表 1: 無料メールサービスの比較
Google Microsoft Yahoo!
ユーザビリティ ◎ ○ ○
管理機能 ○ ◎ ×
契約の準拠法 カリフォルニア州法 国内法 国内法
カントリーリスク 米国法人 米国法人 日本法人
2.3 外部委託先の選定
外部委託先の選定にあたり, 提供されるサービス











Microsoft, Yahoo! の 3 社から選定することとなっ



























5Microsoft Live@edu 使用条件 (組織向け) 2 d. 使用条件






しい, SSO Toolkit が存在しないという問題である.
3 新学生メールの概要
3.1 Live@edu with Outlook Live
ユーザから見た新旧学生メールの比較を表 2に,
また新学生メールのプラットフォームを図 2に, 新
学生メールの Web UI (Outlook Web App)のスク





with Outlook Live と呼ばれている. Live@edu が
発表された当初, そのメールサービスは Hotmail相
当の機能であったが, Live@edu with Outlook Live
では, 企業で多数導入実績があり, Oce 365 と同





 SkyDrive (25GB のオンラインストレージ)




主な利用者が学生である ECS-ID と, 教職員向けの
アカウントである SPS-ID の 2 つの ID 体系が存
在する. 新学生メールの利用者は ECS-ID取得者で
ある. ECS-ID とは「 a0xxxxxx 」というコード体
系を持つ教育用システムの ID であり, 学生であれ
ば全員取得することになっている. 加えて, ECS-ID














平成 23 年 12 月より新規 ECS-ID 取得者にアナ
ウンス, 平成 24 年 4 月より新入生に配布ならびに
7同様の事情で学生メールの英語表記は Kyoto University
Mail for Students and Researchers とすることとなった.
表 2: 新旧学生メールの比較
旧 新




















な関連はない. 加えて, 現時点では, 3.2 で述べた
通り, Outlook Live へのログインに ECS-ID では
なくメールアドレスを使用するため, ECS-ID, メー
ルアドレスのいずれかを忘れてしまったユーザへ
の対応が必要となる. そこで, ECS-ID とメールア
ドレスの対応を利用者に表示する Web アプリケー
ションを開発した. 加えて, 本学統合認証システム


















で, 新年度の 4 月に向けたプロモーションが重要で
ある. プロモーションの基本はネーミングであるこ
とから，我々は新学生メールについて，教職員メー
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